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デジタルを活用

便利  快適

暮らし続けることができる社会
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は、栃木県内の様々な課題を持つ人と、デジタル

による解決手法を持つ人をマッチングし、課題の解決を目指す仕組みです。
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みんなの課題をみんなで解決しよう !
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・課題解決方法の提案
。新しいソリューション

。日常にある課題

・多くの人が感じている困りごと
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『とちぎデジタルハブ』を通じて地域課題の解決を力□速させるとともに、新たな

技術の開発やビジネスモデルの創出を目指しています。

デジタルで解決する
能力・意欲がある人選

気象警報発表時

にエリアを指定

したバナ…広告

で呼びかけ。

混雑状況をマップ

に反映。

周辺の観光情報

も案内。

混雑する大型連体や

紅葉の時期に Alカ

メラで車両を計測。

SNSや LED掲示

板で渋滞情報を発信。

カワウによる漁業

被害を減らすため、

位置情報を記録す

る OPSロガーを

》 》

》
カワウの生息状況

を把握しt個体数

をコントロ…ル。

CPSロガ‐

開発し、カワウに装着。

輻
聞含越 :続本嬢総含政策議椰デジタル戦賂艘
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とちぜデジタルハブ

生活や事業の困りごとを
感じている人選

多くの人に適切な

タイミングで避難

準備を促し、逃げ

遅れによる被害を

なくす。

渋滞箇所の迂回、

渋滞時間の回避、

駐車場への効率的

な誘導。
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混雑を避けることに

より、浮いた時間を

活用した市内周遊に

つなげる。

》

地域の「困つた」を「とちぎデジタル八ブ」で解決 !

デジハブは、地域の課題を協働して解決につなげる仕組みです。
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